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新年明けましておめでとうございます。年々この挨拶の間隔が短く感じられるのは私だけでしょうか？

今年も昨年持ち越した課題、さらに新たな課題を探りながら皆様と喜怒哀楽を共に前進したいと思って

おります。願わくは“怒’’、“哀”は出来るだけ避けたいところです。さて、昨年の印象的であったこ

とを若干述べてみたいと思います。まず初めに「診療報酬改定」ですが、－昨年度からの経営収支悪化

により医療局から“収支1％改善’’が提示されました。当院もそれを重く受け止め様々策を練ってきま

したが、患者の減少等により思うように改善はみられませんでした。しかし、皆様の努力で収益単価は

着実に上がってきておりますので、引き続き職員一丸となって取り組んでいきましょう。基本は患者さ

んを丁寧に“診る（香る）”ことに他なりませんので、これをしっかりと心に刻んでいれば何れ自ずと

結果はついてくると思います。次に「地域医療構想」です。奥州市は現在年間約1，∞0人、月約83人

の人口減少が生じています。そのような状況の中で2025年に向けて市の今後の病床の在り方が問われ

ており、それに関連して自院の立ち位置を把握すべ＜検討を行っていく必要があります。加えて数年前

から「地域包括ケアシステム」という概念が厚労省から発層されました。これは「重度な要介護状態」

となっても住み慣れた地域で自分らしい暮らしを人生の最期まで続けることができるよう、住まい・

医療・介護・予防・生活支援が一体的に提供されるもの」とされております。今までは病院で治療し終

わったら家に帰られるという“病院完結型医療”でありましたが、これからは高齢社会となるため在宅、

施設等を含めた地域全体で高齢者を癒し・支えるという“地域完結型医療”の転換を意味しております。

団塊の世代の方々が後期高齢者となるかつてない高齢社会に突入するという2025年問題を目の前にし

ている我が国にとってはな＜てはならないシステムであります。医療介護は地域住民にとっての安心の

象徴であり、町づくりの中心となるものです。ありきたりでありますが地域の医療ニースにきちんと対

応することが基本であると思います。コミュニケーション、情報収集をしっかりと取り、近隣の病院、

施設、及び開業医との連携・協働で地域医療を支えていきましょう。次に7月に行われた「摘時調査」

ですが、皆様の御協力により返還は免れ、さらに12月に行われた「保健所立入り検査」におきましても

大きな指摘はなく、機能評価の受奉に向けての基礎が創り上げられていることが実感でき嬉しく思いま

した。今後も気を緩めることなく維持していきたいところです。嬉しい場面もありました。「医療局開

庁記念球技大会」で野球部が1回戦突破したことであり、初回より大差を付けられ負けを覚悟しており

ましたか、相手のエラーにも助けられみごと逆転勝利しました。　　　　　　　　　　　（次へつつく）
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11月12日には当院のOB会がありました。100名を超す参加者で当院の歴史を振り返り、懐か

しい人たちとの語らいのもと盛会に終わりました。7年振りでもあり準備の段階から時間がかかり

ましたが、当日も休日の中、参加・協力して頂いた職員の方々の尽力で成し得た会であったと感

謝しております。ありがとうございました。

今年は「病院機能評価更新受審」という大きな目標がありますし、さらにその2ケ月後には「電

子カルテ導入準備」が始まります。各部署におきましてはさらに仕事を強いるかたらになります

が、お互い“思いやりの心’’を持ち続けながら皆で協力し合い目標に向けて1歩1歩着実に成し

遂げましょう。

最後になりますが我々医療人は患者さん、そのこ家族との信頼関係で成り立っていることを忘

れてはなりません。また、院内でのお互いの信頼関係の下でのチーム医療が不可欠です。「信

頼」とは高い“能力”と優れた“人格”のもとで生まれ成長する、と言われています。“能力”

は一朝一夕の短期間で培われるものではありません。常日頃の勉強、努力で培われるものです。
“人格”もまた同様に常日頃の人とのコミュニケーション、連携・協働、自己反省から磨か

れるものであると思っております。1人1人がこのことを心に秘めて望めば素晴らしい職場

環境になることでしょう。それでは皆様の健康と幸せをお祈りし、今年も宜しくお願いいた

します。
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昨年10月1日から「いわて包体・いわて大会」が開催されました。東日本大震災後で開催が危

ぶまれましたが知事の“オール岩手”の指揮の基、無事成功裏に幕が閉ざされました。　私は

田瀬湖で行われたボート競技の審判員として参加させていただきました。天候の悪い中での試

合でありましたが、決勝レースでの8杯レースは国体初であり、無事成功を収めたこと岩手県

ボート協会にとりましては嬉しいかぎりです。なかなか休日も学会・研修会等で時間をみつけ

るのは大変でありますが、私にとってボート競技は心身共にリフレッシュできる大切なスイッ

チとなっており、ボートを通しての全国の人達との繋がりは医療関係者以外の方達と関わりを

持つことで視野を広げる場にもなっています。皆さんもスポーツで体を動かしてリフレッシュ

してみてはどうでしょうか？私が生きている限りではこれが最後の地元開催の国体でした。

6日間留守（県の職務として）にしましたが、改めて皆様の御協力に感謝いたします。

（次ページ写真掲載）
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【1国体初の8杯レース】

【1全国の審判員と共に】
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平成28年度　腋内薫稀孜蓼発蓑会を縄鯉

平成28年I2月8日（＊）I7時30分からI9時30分事で、畠験の大会繍蓋に轟いて
院内薫粍講義発車金柑縄触±れ蓼した。

曇陣門等で日頃、業鞠孜義や工夫を進めた成農等と、次のII鴨の発豪があII手した．

参加した職員から臥誉れ誉れの発養織に活発等賞鍵や霊鳥があIL他欝門の取組み等の惰
鶴を共有する等亡、たいへん有彙義啓発義金に馨り審した。

今虚報豪±れた沸摩鯵、今年度の隋轟轟義員慕影の選考対象と馨ってい手書肌引豊嶋蜜日
常の薫精微義等を推進していければ良いと患い手書。

発豪順 �欝門 � �棍霧テーマ 

I �蠣剤科 �貞糠での電離鴬楕（ �内臓蕎セサト）について 

Z �塵霹櫓責務衛科 �外稟迅遼犠幡蝶責加算 �柵増加への取り組み 

；＿ �費義瞥理科 �ち■こっと孜義 � 

4 �透析室 �透析童の瘍鎗対策の �強化 

5 �曽攫科（外来） �外縄簾精微義一皮膚 �科鯵鸞童と内科饗付鴬ロの機 

ふ �曽簾科（手術董） �電全・窄業に配慮し �た衛橡薇の導入 

7 �曽攫科（ュ鵬糠） �T【〟武子の雷｛紀～ �£OdgOnlI～ュ轟糠の鷺粍複義 

8 �曽構科（5貞構） �マサトの有効活用と �礪寧予賄一体．験して檎封する 

9 �地嶋爵療樟櫨遽触 �連携童I年半を鋸困 �遭．って・ 

IO �事粍角　臣事軽食嬢 �鑑■経慧膿の微判り �について 

lI �事籍局　繊粍襲 �I％収用鰐の取 �lI組み（費用繍） 
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江刺病院文化祭　雛嶺條締

11月1日・2日に毎年恒例の院内文化祭が会議室

で開催され、職員による手工芸晶、院内保育所の　　と

園児による心和む作品が展示されました。

また、一般の方々からも、心のこもった素晴らしい

作品を多数ご出展いただきました。

文化祭は毎年11月に開催しており、一般の方か

らの出展も受け付けております。出展を希望される　喜

方は、病院事務局までご連絡ください。　　　　　－
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ウりスマスコンサート

12月22日に病院待合ホールにて、クリスマスコンサートが開催されました。

病院職員によるコーラス、院内保育所園児のかわいらしい歌、江刺第一中学校の生徒の皆さ
んによる素晴らしい合唱と楽器演奏が披露されました。最後はキャンドルが灯されるなか、会
場にいた全員で「きよしこの夜」を歌い、患者さんたらと心温まるひと時を過ごすことができ
ました。
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平成28年11月10日（木）に、恒例の永年勤続表彰祝賀会と、小岡
文志県立病院名誉院長の保健医療功労者表彰祝賀会が、当院大会議室にて

開催されました。

禽被表彰香合

☆保健医療功労者（知事表彰）

駆一琶■一三二

小岡　文志

☆岩手県職員表彰

斎藤　淳智

菊池　美順

☆医療局職員表彰

道又　聡

小田島　智子

畠山　一恵

小田嶋　静恵

県立病院名誉院長

（勤続25年表彰）

看護師長

主任看護師

（勤続20年表彰）

主査診療放射線技師

主任薬剤師

臨床検査技師

主任看護師

この度は、盛大なお祝の会を開いていただき、ありがとうございました♪
これからも、皆様と共にチーム江刺の一員として精進していきたいと思うておりま

す。今後ともご指導ご鞭漣のほど、よろしくお願いいたします。、・．　　　　J
Iニ＿．ご11－：■L一、1J

■一さ‾‾■

表

∫
～
～
．
一


